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○タジマ TWC-07

・一充電走行距離 251km

・受注生産車

○KIA PV5

・一充電走行距離377~521km

・R8年春発売予定

※KIAは韓国メーカー

ZEV導入可能性の検討 参考資料

ワンボックス型EV市販車の例

貨物EV市販車の例

○三菱ふそうトラック・バス

eCanter

・一充電走行距離 99～324km

・車両総重量3.5トン超、8トン以下

〇いすゞ自動車

エルフ mio EV

・一充電走行距離 115km

・車両総重量2.5トン超、3.5トン以下

〇日野自動車

デュトロZ EV

・一充電走行距離 150km

・車両総重量2.5トン超、

3.5トン以下
エルフ EV

・一充電走行距離 120～250km

・車両総重量3.5トン超、8トン以下
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○ 2030年を一つの目標に、多くのメーカーが非ガソリン車（特にZEV）の市場投入を拡大
○ EV、FCVも販売拡大が長期的に進むが、昨今のEV販売の鈍化に伴い、明確な目標年限や数値を示していないメーカーがほとんどとなっている。

トヨタ

ホンダ

日産

マツダ

三菱

スバル

ダイハツ

スズキ

日野

いすゞ（UD）

三菱ふそうトラック・バス

BMW

2030 2035 2040

販売台数360万台目標のうち、HEV220万台、
EVは30％を下回る

2040年
ZEV販売比率100％

2040年 ZEV販売比率未設定
（マルチパスを継続）

EV販売台数350
万台目標

HEV販売拡大でEVの202E販売台数
100万台に下方修正

グローバルに電動車（EV、e-power、PHEV）の
モデルミックス55%以上

ZEV販売比率100％の年限や
目標数値は明示していない

ZEV販売比率100％の年限や
目標数値は明示していない

ZEV販売比率100％の年限や
目標数値は明示していない

ZEV販売比率100％の年限や
目標数値は明示していない

ZEV販売比率100％の年限や
目標数値は明示していない

ZEV販売比率100％の年限や
目標数値は明示していない

世界販売の
25～40%をEVに

EV
主体

HEV、PHEV、BEV

2030年
EV販売比40％目標

トヨタ・スズキ・ダイハ
ツの協業で、軽商用

EV開発

2027
EV投入

2030年までに
EV 6モデル投入

2030年目標見直しにより明確
に把握不可

商用車を中心
にEV化を推進

ZEV販売比率100％の年限や
目標数値は明示していない

2030までに全カテゴリでZEVを提供

2024小型トラック 2026バス 2027以降中型・大型トラック

ZEV販売比率100％の年限や
目標数値は明示していない

2035ごろまでに順次カテゴリ単位でZEVを提供していく予定

中型EVトラックへ拡大小型トラック・路線バスは投入済み

新型トラックおよびバスの走行時CO₂e排出量ゼロを日本で2039年までに実現
ZEV販売比率100％の年限や目標数値は明示していない

2022小型トラック

2030年、全世界の販売台数
の50％のEV化目標

市場と規制の動向に合わせて電動化を推進していく姿勢を示し、
ZEV販売比率100％の年限や目標数値は明示していない

非ガソリン車の市場販売における自動車メーカーの動向

40

第2回検討会資料 参考資料



ZEVに関する海外の動向

アメリカ：EV普及は大幅減速の見通し

・2030年時点のライトビークル（※）販売に占める電気自動車の割合予測 … 27％

（2024年時点の予想値48％からの大幅下方修正）※乗用車・小型トラック

・政府によるエネルギー政策の転換、輸入関税の引き上げなどが原因

EU：2035年から内燃エンジン搭載の新車販売を実質的に禁止する計画を撤回

・合成燃料（e-Fuel）、次世代バイオ燃料、欧州産低炭素鋼材の使用など、一定の条件を満たせば2035年以降も
エンジン車の新車販売を認める方針に転換（CO2排出量について、21年比で９０％削減することを目指す)

中国：当初目標を大きく上回るペースで伸長

・NEV（EV・PHEV・FCVの総称）販売台数（2025年１～８月）…新車総販売台数に対して45.5%
（2020年設定の目標値20％に対し大幅超過）

○ 欧米が一時後退の傾向にある一方、中国では着実に普及し始めている。
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